
ご
挨
拶

宮
司
　
澤
田
政
泰

　

梅
雨
入
り
宣
言
の
後
、
雨
が
降
ら
ず
、
六
月
と
い
う

の
に
、
全
国
各
地
で
真
夏
日
と
な
っ
た
日
本
列
島
で
す

が
、
皆
様
方
に
は
恙
な
く
お
過
ご
し
の
事
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
の
五
月
に
は
熱
田
神
宮
の
御
創
祀

千
九
百
年
大
祭
が
、
続
い
て
出
雲
大
社
で
は
六
十
年
ぶ

り
の
御
屋
根
葺
替
え
並
び
に
御
修
造
を
執
り
修
め
ら
れ

正
遷
座
祭
が
厳
か
に
斎
行
さ
れ
た
由
と
承
っ
て
お
り
ま

す
。
又
、
秋
に
は
「
皇
家
第
一
の
重
事
」「
神
宮
夢
想
の

大
営
」
と
称
さ
れ
て
お
り
ま
す
神
宮
の
第
六
十
二
回
式

年
遷
宮
の
「
遷
御
の
儀
」
を
迎
え
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
・
新
聞
等
の
報
道
に
よ
り
出
雲
大
社
や
伊
勢
の

神
宮
に
は
参
拝
者
が
急
増
し
て
い
る
様
で
す
。
又
、
雑

誌
等
で
も
神
社
の
特
集
が
組
ま
れ
て
、
国
民
の
関
心
が

神
社
界
へ
向
い
て
来
て
い
る
事
は
、
誠
に
嬉
し
い
限
り

で
す
。

　

式
年
遷
宮
は
、
ご
存
じ
の
通
り
二
十
年
毎
に
御
社
殿

を
新
し
く
建
替
え
ま
す
。
そ
れ
も
、
取
り
壊
し
て
同
じ

場
所
に
建
替
え
る
の
で
は
な
く
、
隣
に
用
意
し
て
あ
る

同
じ
大
き
さ
の
敷
地
（
古
殿
地
）
に
新
し
い
御
社
殿
を

お
建
て
し
大
神
様
に
御
遷
り
い
た
だ
い
て
か
ら
、
古
い

御
社
殿
を
取
壊
し
ま
す
。
で
す
か
ら
現
在
は
、
新
旧
の

二
つ
の
御
社
殿
が
並
ん
で
建
っ
て
い
ま
す
。
隣
に
原
型

が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
何
度
繰
り
返
し
て
も
、
元
と
同

じ
御
社
殿
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
姿
は
古
く
か
ら
同
じ

な
の
に
中
身
は
常
に
新
し
く
若
い
、こ
れ
を
私
達
は
「
常

若
（
と
こ
わ
か
）」
と
言
い
ま
す
。
常
に
繰
り
返
し
繰
り

返
し
新
し
い
命
を
蘇
ら
せ
重
ね
て
い
き
ま
す
。
新
し
く

す
る
事
で
、
神
様
の
お
力
が
蘇
り
、
以
前
に
も
増
し
て

大
き
な
お
力
を
お
持
ち
に
な
ら
れ
る
と
言
う
考
え
方
で

す
。

　

又
、
御
社
殿
を
建
替
え
る
事
は
、
時
を
経
て
も
新
し

く
命
が
繋
が
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
神
様
か

ら
の
命
の
繋
が
り
を
親
か
ら
子
へ
と
受
け
つ
い
で
『
今
』

生
き
て
い
る
。
こ
の
只
今
を
神
道
で
は
「
中
今
（
な
か

い
ま
）」
と
い
い
ま
す
。
過
去
か
ら
未
来
へ
つ
な
が
る
現

代
、
私
達
は
中
今
に
生
き
て
い
ま
す
。「
常
若
」「
中
今
」

こ
の
二
つ
の
伝
統
的
な
日
本
人
の
考
え
方
が
神
道
の
神

髄
で
あ
り
、
式
年
遷
宮
は
、
そ
れ
を
端
的
に
か
た
ち
に

あ
ら
わ
し
た
物
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
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日
本
人
の
心
の
故
郷
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
、
全
国
八
万
神
社
の
本
宗
と
し

て
仰
ぎ
奉
ら
れ
る
伊
勢
の
神
宮
は
、
単
に
「
神
宮
」
と
申
し
上
げ
る
の
が
正
し

い
名
称
で
す
。
天
照
坐
皇
大
御
神
を
お
ま
つ
り
申
し
あ
げ
る
皇
大
神
宮
（
内
宮
）

と
豊
受
大
御
神
を
お
ま
つ
り
申
し
上
げ
る
豊
受
大
神
宮（
外
宮
）の
両
正
宮
の
他
、

合
わ
せ
て
百
二
十
五
の
お
社
か
ら
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

神
宮
で
年
中
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
お
ま
つ
り
は
、
全
て
国
家
の
安
泰
と
国

民
の
平
安
を
お
祈
り
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
と
り
わ
け
重
大
な
お
ま

つ
り
が
式
年
遷
宮
で
す
。
式
年
遷
宮
と
は
、
二
十
年
ご
と
御
社
殿
を
御
建
て
替

え
申
し
上
げ
、
さ
ら
に
は
古
礼
の
ま
ま
に
御
装
束
・
御
神
宝
を
調
進
し
て
、
大

神
様
に
新
殿
に
お
遷
り
い
た
だ
く
日
本
で
最
大
最
高
の
御
祭
り
で
、
千
三
百
年

の
間
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

式
年
遷
宮
は
、
そ
の
立
制
よ
り
昭
和
四
年
の
第
五
十
八
回
ま
で
は
国
家
の

盛
儀
と
し
て
国
費
を
以
て
斎
行
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昭
和
二
十
四
年
の

第
五
十
九
回
は
敗
戦
の
為
延
期
と
な
り
、
更
に
政
教
分
離
に
よ
り
国
費
に
よ

る
事
も
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
神
社
界
を
始
め
民
間
各
層
か
ら

の
熱
望
に
よ
り
「
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛
会
」
が
設
立
さ
れ
四
年
遅
れ

の
昭
和
二
十
八
年
に
無
事
式
年
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も
、
平
成

十
六
年
十
二
月
に
「
第
六
十
二
回
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛
会
」
が
発
足
し
、

五
五
〇
億
円
を
目
標
と
す
る
募
財
活
動
を
推
進
し
た
結
果
、
目
標
を
遙
か
に
上

回
る
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
十
月
二
日
に
は
内
宮
の
、
五
日

に
は
外
宮
の
「
遷
御
」
を
前
に
数
多
く
の
諸
祭
儀
も
す
べ
て
順
調
に
斎
行
さ
れ

て
お
り
ま
す
事
は
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

平
成
十
七
年 　

五
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
「
山
口
祭
」

　

式
年
遷
宮
の
最
初
に
執
り

行
は
れ
る
祭
儀
。

　

遷
宮
の
御
用
材
を
伐
る
御

杣
山
の
山
口
に
坐
す
神
を
祭

り
、
伐
採
と
運
搬
の
安
全
を

お
祈
り
す
る
。

平
成
十
七
年 　

六
月
三
日　
「
御
杣
始
祭
」

　

御
用
材
を
木
曾
の
御
杣
山
で
伐
り
始
め
る
祭
で
、

御
杣
山
に
坐
す
神
を
祭
る
。

第
六
十
二
回
　
神
宮
式
年
遷
宮  

五色の幣をもち山口祭場に向かう奉仕員
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平
成
十
八
年 　

五
月
～
七
月　
「
御
木
曳
行
事
（
第
一
次
）」

平
成
十
九
年 　

五
月
～
七
月　
「
御
木
曳
行
事
（
第
二
次
）」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旧
神
領
民
お
よ
び
、
全
国
の
崇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
者
に
よ
り
、
御
用
材
を
古
式
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ま
に
両
宮
域
内
に
奉
曳
す
る
。

平
成
二
十
年
  　

四
月
二
十
五
日　

　
　
　
　
　
　
　
「
鎮
地
祭
」

　

新
宮
の
大
宮
地
に
坐
す
神
を

鎮
め
ま
つ
る
祭
。

一
般
の
地
鎮
祭
に
あ
た
る
。

平
成
二
十
一
年 　

十
一
月
三
日　
「
宇
治
橋
渡
始
式
」

　

宇
治
橋
守
護
の
神
を
祭
り
、

宇
治
橋
を
古
式
に
よ
り
神
領
民

の
内
か
ら
選
ば
れ
た
三
代
に
渡

っ
て
健
全
な
夫
婦
を
先
頭
に
渡

り
始
め
を
行
う
。
又
、
全
国
よ

り
崇
敬
の
篤
い
三
代
夫
婦
が
こ

の
式
に
参
加
し
た
。

平
成
二
十
四
年 　
「
上
棟
祭
」

　
　
　
　

三
月
二
十
六
日　
　

皇
大
神
宮　

　
　
　
　

三
月
二
十
八
日　
　

豊
受
大
神
宮

平
成
二
十
五
年 　

七
月
二
十
六
日
～
九
月
一
日

　
　
　
　
　
「
御
白
石
持
行
事
」

　

新
宮
に
新
敷
地
に
敷
き
つ
め
る

「
御
白
石
」
を
旧
神
領
民
を
始
め

全
国
の
崇
敬
者
（
約
四
万
五
千
人
）

が
奉
献
す
る
行
事
。

　

平
素
は
、
絶
対
に
立
ち
入
る
事

の
出
来
な
い
神
域
に
、
二
〇
年
に
一

度
の
遷
宮
の
時
の
み
立
入
を
許
さ
れ

る
行
事
。
檜
の
香
も
新
し
い
御
正
殿

を
間
際
に
拝
む
事
が
出
来
る
。

陸曳

川曳奉仕の神官職員ともに忌鍬にて御敷地を
穿ち初めする物忌（童女）
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新
　
春

【
玉
串
料
】

原
　

乙

彦

淡
交
会
青
年
部

御
影
屋　

犬
塚

池

田

英

代

市

川

道

子

工

藤

良

裕

斎

藤

利

雄

坂

本
　

隆

関　

由

紀

子

谷

田

雅

夫

中

野
　

隆

畠

中

和

廣

平

田　
　

翼

丸

山

楢

江

三

木

圭

二

い
わ
た
え
ん

内

田

寛

之

岡

田
　

勝

國

廣

節

子

盛

山

正

仁

山

形

敬

直

木

岡

良

仁

田

中

英

雄

【
献
酒
】

菊
正
宗
酒
造
㈱

白
鶴
酒
造
㈱

剣
菱
酒
造
㈱

櫻 
正 

宗
（
滝
鯉
）

大

黒

正

宗

（
安
福
又
四
郎
商
店
）

神
戸
酒
心
館
（
福
寿
）

灘

　

泉

（
泉
勇
之
介
商
店
）

泉

 

正

 

宗

郡
家
自
治
会

郡
家
地
車
保
存
会

郡
家
青
年
会

上
御
影
協
力
会

平
野
地
車
保
存
会

上
御
影
青
年
会

中
御
影
青
年
会

中
御
影
地
車
保
存
会

弓
場
青
年
会

五
六
自
治
会

五
六
青
年
会

御
影
西
町
地
区
自
治
会

石
久　

乾
石
材

植

木

信

行
・

弦
・
祐
太

岡

田
　

勝

兼

清

正
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関
西
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気
商
会

岸

見

元

夫

秋
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会

学
校
法
人
高
羽
幼
稚
園

　
理
事
長　

田
川　

智

た

つ

の

谷

口

秀

哉

野

黒

畠

中

和

廣

林
茂
一
・
慎
二

藤

原
　

久

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

神
戸
第
五
八
団

松

本

利

子

李
　

花

子

御

影

石

材

み
か
さ
商
店

柳

田
　

亮

【
献
品
】

新
米
10
㎏

保
元
孝
彦

み
か
ん
一
箱

太
田
食
料
品
店

缶
ビ
ー
ル
一
ケ
ー
ス

  

鹿
嶽
商
会

缶
ジ
ュ
ー
ス
二
ケ
ー
ス

め
ぐ
み
鍼
灸
院

春
祭
・
祈
年
祭

【
玉
串
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】

中
御
影
地
車
保
存
会

東
町
区
自
治
会

御
影
弓
場
自
治
会
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御
影
協
力
会

御
影
西
町
地
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自
治
会

平

田
　

隆

藤

原
　

久

西
御
影
親
和
会

大

西

勇

夫

田

中

艶

子

谷

田

雅

夫

千
足
耕
一
郎

夏
原
房
次
郎

藤

澤

福

男

柳

田
　

亮

吉

野

省

三

一

原

裕

継

廣

瀬

和

司

【
献
酒
】

御
影
西
町
地
区
自
治
会

野

　

澤

【
献
品
】

鯛          

絹
川
三
郎

清
涼
飲
料
一
ケ
ー
ス

大
田
食
料
品
店

五
月
大
祭

【
玉
串
料
】

村
山
美
知
子

弓
弦
羽
神
社
春
祭
協
賛
会

中
御
影
地
車
保
存
会

学
校
法
人
高
羽
幼
稚
園

　
理
事
長　

田
川　

智

東
町
区
自
治
会

野

添

忠

雄

御
影
弓
場
自
治
会

上
御
影
協
力
会

西
御
影
親
和
会

御
影
西
町
地
区

芦

屋

神

社

大
野
は
じ
め

岡

田
　

勝

奥
野
商
事
㈱
奥
野
澄
男

河

南

髙

行

酒

井

徹

郎

高
橋
し
ん
ご

㈱
　

谷

尾

中

野
　

隆

西
垣
内
聖
一

平

田
　

隆

藤

原
　

久

藤

原

和

子

安

井

俊

彦

李
　

花

子

西
平
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自
治
会

㈲
天
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坂
口　

勝

池

田

英

代

岩

田

弘

子

魚

海

滋

三

浦

上

忠

文

田

中

艶

子

谷

田

雅

夫

夏
原
房
次
郎

藤

澤

福

男

盛

山

正

仁

柳

田
　

亮

山

形

敬

直

一

原

裕

継

【
献
酒
】

菊
正
宗
酒
造
㈱

白
鶴
酒
造
㈱

剣
菱
酒
造
㈱

郡
家
地
区
自
治
会

郡
家
地
区
地
車
保
存
会

郡
家
地
区
青
年
会

上
御
影
協
力
会

平
野
地
車
保
存
会

上
御
影
青
年
会

中
御
影
地
車
保
存
会

中
御
影
青
年
会

西
御
影
地
車
保
存
会

東
町
区
地
車
保
存
会

弓
場
地
車
保
存
会

御
影
本
町
五
六
青
年
会

御
影
西
町
地
区
青
年
会

石
久　

乾
石
材

植

木

信

行

岡

田
　

勝

関
西
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気
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場

酒

井
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郎
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兼
清

徳
田
昭
一
郎

橋
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会
計
士
事
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所

藤
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久

み
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商
店
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田
　

亮

李
　

花

子

増
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子

エ
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ビ
ー
シ
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ホ
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ズ

【
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品
】

缶
ビ
ー
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二
ケ
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ス

弓
弦
羽
神
社

春
祭
協
賛
会

鯛          

絹
川
三
郎

柏
餅　

壱
百
個

虎
屋
吉
末

す
い
か　

二
玉

大
田
食
料
品
店

缶
ビ
ー
ル
一
ケ
ー
ス

  

鹿
嶽
商
会

缶
ジ
ュ
ー
ス
一
ケ
ー
ス

め
ぐ
み
鍼
灸
院

お
茶　

一
ケ
ー
ス

松
本
眼
科

月
次
祭

大
田
食
料
品
店

奥
野
商
事
㈱

岡

本

茂

行

國

廣

節

子

小

前

和

代

学
校
法
人
高
羽
幼
稚
園

　
理
事
長　

田
川　

智

田

中

英

雄

田

嶋

英

雄

野

　

黒

藤

原
　

久

月
　
釜

森

本

宗

若

直

井

宗

順

北

口

宗

静

勝

間

成

玉

大

井

宗

紅

い
わ
た
え
ん

新
年
・
祈
年
祭
並
び
に
春
季
大
祭
な
ど
例
年
特
別
の
玉
串
料
並
び
に
献
備
品
が
数
多
く
奉
献
せ
ら
れ
、
御
神
徳
を

景
仰
さ
れ
る
方
々
に
よ
っ
て
、逐
年
、神
威
の
高
揚
と
社
頭
の
隆
昌
と
を
仰
ぎ
ま
す
こ
と
は
御
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
御
篤
志
の
方
々
の
芳
名
を
録
し
、
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
度
　
上
期
　
祭
礼
等
奉
賛
者
御
芳
名
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一
月　

一
日　

歳
旦
祭

　
　
　
　
　
　

吉
例　

鏡
開
（
ふ
る
ま
い
酒
）

　
　
　
　
　
　

境
内
警
備　

奉
仕　

各
地
区
青
年
会

　
　
　

二
日　

新
春
「
壽
」
茶
席　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奉
仕　

淡
交
会
青
年
部

　
　
　

　
　
　

三
日
　
元
始
祭

　
　
十
四
日
　
御
保
岐
祭

　
　

十
五
日　

と
ん
ど
（
神
札
・
注
連
飾
焼
納
）

　
　

二
十
日　

春
祭
・
地
車
祭　

打
合
始

　
　
　

同　
　

新
春
奉
仕
総
代
・
青
年
会　

懇
親
会　

　

二
十
一
日　

兵
庫
県
神
社　

役
員
会

　
　
　
　
　
　

於
：
兵
庫
県
神
社
庁　

宮
司
出
席　
　

　
　

三
十
日　

神
社
庁
神
戸
市
支
部　

役
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　

新
年
総
会

　
　
　
　
　
　

於
：
湊
川
神
社　

宮
司
出
席

二
月　

一
日　

月
次
祭

　
　
　

十
日　

月　

釜
（
裏
千
家
・
森
本
宗
若
）

　
　

十
二
日　

大
阪
管
区　

教
誨
師
役
員
会

　
　
　
　
　
　

於
：
大
阪
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト
ン
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
司
出
席

　
　

十
三
日　

綱
敷
天
満
神
社　

江
藤
宮
司
御
別
会

　
　
　
　
　
　

於
：
御
影
公
会
堂

　

二
十
二
日　

兵
庫
県
神
社
庁
役
員
会

　
　
　
　
　
　

於
：
神
社
庁　

宮
司
出
席

　
　
　
　
　
　

神
社
庁
神
戸
市
支
部　

役
員
会

　
　
　
　
　
　

於
：
生
田
神
社
会
館　

宮
司
出
席

　

二
十
四
日　

祈
年
祭　

参
列
三
十
名　

　
　
　

同　
　

総
代
会　

参
加
二
十
八
名

三
月　

一
日　

月
次
祭

　
　
　

八
日　

神
道
政
治
連
盟
兵
庫
県
本
部
役
員
会

　
　
　
　
　
　

於
：
楠
公
会
館　

宮
司
出
席

　
　
　

十
日　

月　

釜
（
裏
千
家
・
直
井
宗
順
）

　
　

十
四
日　

神
社
庁
神
戸
市
支
部
役
員
会

　
　
　
　
　
　

於
：
生
田
神
社
会
館　

宮
司
出
席

　
　

十
七
日　

弓
弦
羽
神
社
責
任
役
員
会

　
　
　
　
　
　
（
予
算
案
等
審
議
）
於
：
社
務
所

　

二
十
二
日　

兵
庫
県
神
社
庁
役
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

協
議
員
会

　
　
　
　
　
　

於
：
湊
川
神
社　

宮
司
出
席

　

二
十
五
日　

神
社
庁
神
戸
市
支
部
総
会

　
　
　
　
　
　

於
：
長
田
神
社　

宮
司
出
席

四
月　

一
日　

月
次
祭

　
　
　

五
日　

神
社
庁
神
戸
市
支
部
東
灘
部
会

　
　
　
　
　
　

定
例
部
会　

於　

本
住
吉
神
社　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
司
・
職
員
参
加

　
　
　

七
日　

御
影
「
は
な
び
ら
ま
つ
り
」
開
催

　
　
　

十
日　

兵
庫
県
教
誨
師　

委
嘱
式　

　
　
　
　
　
　

於
：
生
田
神
社
会
館　

宮
司
出
席

　
　

十
四
日　

月　

釜
（
裏
千
家
・
北
口
宗
静
）

　

二
十
四
日　

兵
庫
県
神
社　

役
員
会

　
　
　
　
　
　

於
：
兵
庫
県
神
社
庁　

宮
司
出
席

　

二
十
五
日　

神
社
庁
神
戸
市
支
部
役
員
会

　
　
　
　
　
　

於
：
生
田
神
社
会
館　

宮
司
出
席

五
月　

一
日　

月
次
祭

　
　
　
三
日　

春
季
大
祭
　
参
列
五
十
五
名

　
　
　
四
日　

地
車
宮
入

新春　社頭の賑わい

春季大祭　祭典奉仕　　中御影地区
右　二島英明　様　　左　木村竜彦　様
受付・直会奉仕　婦人部の皆様
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平
成
二
十
五
年
　
下
半
期
行
事
予
定

七
月　

一
日　

月
次
祭

　
　

十
四
日　

月　

釜
（
裏
千
家
・
古
川
宗
晶
）

　

二
十
一
日
　
夏
祭
・
崇
敬
会
大
祭

八
月　

一
日　

月
次
祭

十
一
・
十
二
日　

崇
敬
会
旅
行

　
　
　
　
　
　
『
伊
勢
神
宮　

お
白
石
持
ち
行
事
』

九
月　

一
日　

月
次
祭

　
　
　

三
日　

兵
庫
県
神
社
関
係
者
大
会

　
　
　
　
　
　

於
：
生
田
神
社

　
　
　

八
日　

月　

釜

　
　
　
　
　
　
（
裏
千
家
・ 

神
戸
市
茶
道
部
親
和
会
）

十
月　

一
日　

月
次
祭

　
　

十
一
日　

兼
務
社 

西
平
野
厳
島
神
社　

例
祭　

　
　

十
三
日　

月　

釜
（
裏
千
家
・
藤
田
宗
芳
）

　
　

十
五
日
　
例  

祭　

十
一
月
一
日　

月
次
祭　

十
一
月
　
中
　
七
五
三
御
祈
祷
受
付

　

二
十
五
日　

式
年
遷
宮
記
念
全
国
神
社
関
係
者
大
会

　
　
　
　
　
　

於
：
伊
勢
市　

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

十
二
月 

一
日　

月
次
祭　

　
　
　

八
日　

月　

釜
（
江
戸
千
家
・
渡
辺
宗
倫
）

　

二
十
三
日　
「
焼
き
芋
」
大
会
（
崇
敬
会
主
催
）　

　

三
十
一
日　

年
越
「
大
祓
」 ・
除
夜
祭

　
　

十
一
日　

兼
務
社 

西
平
野
厳
島
神
社　

春
祭

　
　

十
三
日　

月　

釜
（
煎
茶
一
茶
菴
・
勝
間
成
玉
）

　
　

十
七
日　

神
戸
ま
つ
り
「
み
な
と
繁
栄
祈
願
祭
」

　
　
　
　
　
　

於
：
神
戸
海
洋
博
物
館

　
　
　
　
　
　

宮
司
（
支
部
長
）
並
び
に

　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
神
社
庁
神
戸
市
支
部
員
奉
仕

二
十
七
・
八
日　

全
国
熊
野
会

　
　
　
　
　
　

於
：
沖
縄
波
上
宮
他　

宮
司
出
席

六
月　

一
日　

月
次
祭

　
　
　

九
日　

月　

釜
（
裏
千
家
・
大
井
宗
紅
）

　
　

十
二
日　

大
阪
管
区
教
誨
師
会　

役
員
会

　
　
　
　
　
　
於
：
大
阪
合
同
庁
舎
二
号
館　

宮
司
出
席

　
　

十
九
日　

神
戸
拘
置
所　

教
誨
師
会

　
　
　
　
　
　

於
：
神
戸
拘
置
所　

宮
司
出
席

　
　

二
十
日　

神
道
政
治
連
盟
兵
庫
県
本
部　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

役
員
会
・
代
議
員
会

　
　
　
　
　
　

於
：
生
田
神
社
会
館　

宮
司
出
席

　

二
十
四
日　

神
社
庁
神
戸
市
支
部
役
員
会

　
　
　
　
　
　

於
：
生
田
神
社　

宮
司
出
席

　

二
十
六
日　

兵
庫
県
神
社
庁　

役
員
会

　
　
　
　
　
　

於
：
兵
庫
県
神
社
庁　

宮
司
出
席

　

二
十
九
日　

神
社
責
任
役
員
会

　
　
　
　
　
　
（
決
算
並
び
に
補
正
予
算
審
議
）

　
　
　

同　
　

神
社
総
代
会

　
　
三
十
日
　
夏
越
「
大
祓
」

５月４日　だんじり　宮入

５月１７日　
神戸まつり「みなと繁栄祈願祭」
上：斎主は澤田宮司
左：浦安の舞
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